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わが国の公共用水域水質に関する環境基準達成率 1)を図 1-1 に示す．達成率は，年々伸び
てきているものの，湖沼や内海・内湾等の閉鎖性水域および都市部の中小河川などでは，
BOD（生物化学的酸素要求量,Biochemical Oxygen Demand）や COD (化学的酸素要求
量,Chemical Oxygen Demand）の環境基準の達成率は低い． 
水質環境基準には，対象となる項目により，人の健康の保護に関する基準と，生活環境











































しかし，現状では､法律の規制の対象とならない小規模な事業場（1 日当たり排水量 50 m3
未満）が多い．その数は，平成 22 年度水質汚濁防止法等の施行状況 4)によると，水質汚濁
防止法により届出が必要な特定事業場数 267,499 件のうち，規制の適用外である１日の排水









表 1-1 水質汚濁防止法に規定する飲食関連の特定施設 5) 
 
項番号 特 定 施 設 
66 の 2 旅館業（旅館業法（昭和 23 年法律第 138 号）第２条第１項に規定するもの（下
宿営業を除く）をいう）の用に供する施設で，次に掲げるもの 
イ．厨房施設  ロ．洗濯施設  ハ．入浴施設 




66 の 4 弁当仕出屋又は弁当製造業の用に供する厨房施設（総床面積が 360 平方メー
トル未満の事業場に係るものを除く） 
66 の 5 飲食店（次号及び第 66号の７に掲げるものを除く）に設置される厨房施設（総
床面積が 420 平方メートル未満の事業場に係るものを除く） 




床面積が 630 平方メートル未満の事業場に係るものを除く） 





床面積が 1,500 平方メートル未満の事業場に係るものを除く） 
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厨房排水からの油分に関連して，わが国の食用油脂の消費量 10)を見てみると，図 1-2 に示
すように，近年来の食品材料や献立の洋風化と外食産業の発達により，消費量は増大し続
け，1960 年には年間約 50 万 t であったものが，2009 年には 240 万 t 消費されている．その






















図 1-2 日本の食用油脂(植物油脂と動物油脂)の消費量年次推移 10) 
 
 
    図 1-3 下水道管内の油の付着 12）    図 1-4  オイルボール 12） 
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で，平均値は，SS 1750mg/L，BOD 2100mg/L，T-N 69mg/L，T-P5.0mg/L，n-Hex (n-ヘキサ




60mg/L（20～200 mg/L「平成 16 年 8 月」）を示している 2)．「公害防止の技術と法規 水質
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表2-1 厨房排水の排水水質 
   排水の水質（mg/L） 




6-10 40-1700 20-850 20-500 10-1200 4.5-44 1-13 
66の5 飲食店に設置される
厨房施設 



















対象とした施設は，金沢大学会館生協食堂（食堂 C）と南福利食堂フレポ（食堂 S）の 2
か所であり，その概要を表 2-2 に，位置を図 2-1 に示す 4）． 
表 2-2  対象施設の概要 
 大学会館生協食堂   
（食堂 C） 
南福利食堂フレポ    
（食堂 S） 
平日営業時間 8:00～20:00 10:00～20:00 
土曜営業時間 11:00～13:00 11:00～13:00 
席数 530 席 630 席 
平日平均利用人数(平成 20 年 10 月) 1419 人 1914 人 
年間使用水量（平成 19 年） 4105 ㎥ 11800 ㎥ 
日排水量 20 ㎥/day 40～50 ㎥/day 
グリストラップ容量 1000L 1500L 
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図 2-1 調査を行った食堂の位置 
 




図 2-3 に，金沢大学会館生協食堂（食堂 C）のグリストラップの見取り図を示す．このグ
リストラップ容量は，1000Lである．図 2-4に大学会館生協食堂のグリストラップ全体写真，






























番号 名   称 番号 名   称 
① 流入口  ⑥ 可動式隔板 B  
② バスケット枠 ⑦ トラップ管 （塩ビ） 
③ バスケット ⑧ 流出口 
④ 可動式隔板 A ⑨ 清掃口   （塩ビ） 
⑤ 固定式隔板 ⑩ バスケット取手 
図 2-3 大学会館生協食堂グリストラップ見取り図 
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( a）グリストラップ流入口        （b）グリストラップ流出口     









（a）グリストラップ流入水        （b）グリストラップ流出水 
図 2-7 採水方法 
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調査は，表 2-3 に示すように，2008 年 11 月から 2011 年 7 月までの間に計 7 回実施した．
実験シリーズ 1 の日変動調査では，排水水質の時間変動を調査することを目的に，表 2－4
に示す食堂の営業形態に合わせて，ほぼ 2 時間おきにグリストラップの流入水および流出
水を採水した．実験シリーズ 2 では，シリーズ 1 の実験実施日を含む 1 週間，油分濃度の
ピークが認められる 12 時 30 分に同様の採水を行い，週間変動を調査した．実験シリーズ 1，
実験シリーズ 2 ともにその場で流量，水温，pH を測定した．採水した排水を実験室へ持ち
帰り，油分濃度，浮遊物質（SS）および 全有機性炭素（TOC），溶存態炭素（DOC），全
窒素（TN）濃度（実験 1-1，1-2，1-4，2-4 のみ）を測定した． 
 
表 2-3 大学食堂調査における調査項目 
 
 
表 2-4 大学会館食堂の採水時刻の目安 
時 間 厨房内の作業内容 
10:30 前日の夕食時使用の食器類を洗浄機で 2 次洗浄中 
12:30 当日の食器類の 1 次洗浄と洗浄機による 2 次洗浄 
14:30 当日の 2 次洗浄中 
16:30 洗浄が始まる前 
18:30 当日の夕食の 1 次洗浄中 
20:30 洗浄終了前 
 
2.2.3  水質分析方法 
 
流量は，採水時に，ストップウォッチを用いてグリストラップへの流入水を一定時間メ
スシリンダーに採水することによって求めた．水温，pH はポータブル pH 計，東亜 DKK，
実験ｼﾘｰｽﾞ 実験番号 実験日 対象施設 測定項目
1-1 2008.12.16(火） S 流量，ｐH,　水温，油分，SS，TOC， DOC，TN
1-2 2008.11.20(木） C 流量，ｐH,　水温，油分，SS，TOC， DOC，TN
1-3 2009.10.14(水） C 流量，ｐH,　水温，油分
1-4 2009.12.16(水） C 流量，ｐH,　水温，油分，SS，TOC， DOC，TN
1-5 2011.01.26(水） C 流量，ｐH,　水温，油分，SS，回収油分量，回収固形物量
1-6 2011.04.19(火） C 流量，ｐH,　水温，油分，SS，回収油分量，回収固形物量
1-7 2011.07.27(水） C 流量，ｐH,　水温，油分，SS，回収油分量，回収固形物量
2-3 2009.10.14(水）-10.20(火） C 流量，ｐH,　水温，油分
2-4 2009.12.15(火）-12.21(月） C 流量，ｐH,　水温，油分，SS，TOC， DOC，TN
2-5 2011.01.24(月）-01.28(金） C 流量，ｐH,　水温，油分，SS，回収油分量，回収固形物量
2-6 2011.04.18(月）-04.22（金） C 流量，ｐH,　水温，油分，SS，回収油分量，回収固形物量
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HM1P を用いて採水場で測定した． SS は，ガラス繊維ろ紙法で測定した． TOC, TN は
TOC/TN 計（島津 TOC 計）を用いて測定し，DOC は 0.2 ㎛のメンブレンフィルターでろ過







力を得て，1 日に 1 回のグリストラップのメンテナンスに合わせ，浮上した油分およびバス
ケットに堆積した固形物を全て回収した．回収した浮上油脂は全量を乾燥して乾燥重量を
測定するとともに，0.1～0.4g を採取して油分濃度計用溶媒 H-997 を 50mL で油分抽出を行
い，回収油分量を求めた．一方，バスケットに堆積した固形物については，同様に乾燥重
量を測定した後，ミキサー（EUPA，ミル付きミキサー，TSK-938JPT）によって 1 分間破砕
後均質化して 7.0～15.0ｇを採取し，浮上油分と同様に分析用溶媒 H-997 にて油分抽出を行
うことにより，油分回収量を求めた． 


































2.3.1  食堂排水の組成 
表 2-5 で，調査を行った大学食堂排水のグリストラップ内での水質を示す．水温は，秋か





く，C/N 比(Carbon to nitrogen ratio)は 16 程度であった．     
 
 表 2-5 調査をした大学食堂排水の水質 
 
2.3.2  日変動調査の結果 
 
日変動調査（実験シリーズ 1）の水質分析結果を以下に示す．調査回数は，7 回で 2008
年 11 月から 2011 年 7 月まで行った． 
図 2-9 に，日変動実験 No.1-1，対象施設 S（南福利食堂）の結果を示す．（a）に水温・
pH，（b）に油分濃度・SS 濃度・流量を示した．水温はほとんどの時間帯で 20℃を超えて
おり，測定時の 14 時 30 分には 30℃を超えていた．pH は一部を除いて 8 を超えていた．油
分濃度は流入水で 12 時 30 分にピークを迎えており，流入流出ともに 55mg/L であった．SS
濃度は流入で 16 時 30 分が高く，流量は 11 時頃が最も多く 800mL/s を超えていた． 
図 2-10 に，日変動実験 No.1-2 の対象施設 C（大学会館生協食堂）の結果を示す．水温は
20℃～30℃を上下している． pH は 7～10 を示し，12 時 30 分と 16 時 30 分が高アルカリ性
であった．油分濃度は流入水で 12 時 30 分にピークを迎えており 391mg/L であった．流量
も 12 時 30 分が最も多く 800mL/s を超えていた． 
図 2-11 に，日変動実験 No.1-3 の対象施設 C の結果を示す．以下に続く実験の調査対象施
設は C である．水温は 20℃～30℃で 10 時 30 分と 12 時 30 分では 30℃を超えていた．測定
日は 10 月のため水温も下がらなかったと考えられる． pH は 20 時 30 分を除き，流入流出
ともに 10～11 を示し，高アルカリ性であった．この日は，油分濃度は流入水で 18 時 30 分
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頃であったが，今回は 18 時 30 分であったことから，当日の時間帯による客数や食材やメ
ニューの種類によって水質が変化したと思われる．流量は 12 時 30 分が多く 500mL/s を超
えていた． 
図 2-12 に，日変動実験 No.1-4 の結果を示す．水温はほとんどの時間帯で 20℃を超えてお
り，流入水温では，測定時の 12 時 30 分と 14 時 30 分には 30℃を超えていた．pH は流入で
11 を超える時間帯もあり食器洗浄用洗剤の pH が高いことが考えられる．油分濃度は 12 時
30 分にピークを迎えており，流出が流入濃度より高く 108mg/L であった．SS 濃度は流入で
16 時 30 分が高く，流量は 10 時 30 分が最も多く 900mL/s を超えていた． 
図 2-13 に，日変動実験 No.1-5 の結果を示す．水温はほとんどの時間帯で 20℃を超えてお
り，10 時 30 分から 14 時 30 分の間は，30℃を超えていた．流出水の pH は一部を除いて 10
を超えており，高アルカリ性であった．油分濃度は流入水で 12 時 30 分と 18 時 30 分にピ
ークを迎えており，18 時 30 分の流入水の油分濃度は 200mg/L を超えていた．SS 濃度は流
入，流出ともに 12 時 30 分と 18 時 30 分でピークを迎えていた．流量は 12 時 30 分が最も
多く 1000mL/s を超えていた． 
図 2-14 に，日変動実験 No.1-6 の結果を示す．この実験 1-6 は，実験シリーズ 1 の日変動
調査結果の典型例として挙げることができる．水温はピーク時には，30℃を超え，pH は，









図 2-15 に，日変動実験 No.1-7 の結果を示す．水温はほとんどの時間帯で 25℃を超えてお
り，中には 40℃近い時刻もあった．pH はばらつきが大きく 7 以下もあれば 10 を超える数
値もあった．油分濃度は流入水で 12 時 30 分にピークを迎えており，油分濃度は 300mg/L
を超えていた．SS 濃度は流入水では 12 時 30 分でピークを迎えていたが，流出水は 12 時
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2.3.3  週変動調査の結果 
 
図 2-16 に，週変動実験 No.2-3 の結果を示す．（a）に水温・pH，（b）に油分濃度・SS
濃度・流量を示す．水温はほとんどで 30℃を超えており 10 月 15 日は 44℃を超え水温は高
かった．pH は 10～11 の範囲にあった．油分濃度は 10 月 14 日以外，流入水と流出水はほぼ
同じ値を示した．流量は 10 月 15 日が多く 1300 mL/s を超えていた． 
図 2-17 に，週変動実験 No.2-4 の結果を示す．水温はほとんどの時間帯で 30℃を超えてい
た．pH は流入流出とも 10 を超えており，高アルカリ性であった． 
油分濃度は 12 月 17 日には 130 mg/L を超えていたが他は，ほぼ同じ濃度であった．SS 濃






図 2-16 週変動実験 No.2-3 2009 年 10 月 14 日(水)～10 月 20 日(火)  対象施設 C 
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図 2-18 に，週変動実験 No.2-5 の結果を示す．（a）に水温・pH，（b）に油分濃度・SS
濃度・流量，(c）油分回収量，（d）固形物回収量を示す．水温は 25～35℃の範囲にあり，
水温は高かった．pH は 11 を超えており，高アルカリ性であった．油分濃度はばらつきが大
きく流入水において最大で 400mg/L を超えていたが，最低で 100 mg/L であった．SS 濃度は
流入水ではばらつきがみられたが，流出水では大きなばらつきはみられなかった．流量は
ややばらつきが見られたが，すべて 1000 mL/s を超えていた． 
油分回収量と固形物回収量はばらつきがみられ，油分回収量の最大は 400g を超えていた
が，最低は 100g 未満であった．固形物回収量の最大は 400g を超えていたが，最低は 150g
未満であった． 
図 2-19 に週変動実験 No.2-6 の結果を示す．水温は 30～35℃の範囲にあり，水温は高かっ
た．pH は 11 を超えており，高アルカリ性であった．油分濃度と SS 濃度は，4 月 20 日に
500 mL/s を超える値を示している．油分回収量と固形物回収量で，4 月 20 日のデータ，4
月 22 日においては浮上油分のデータがないのは，回収が行われなかったからである．油分
回収量の最大は 200g 弱程度だったが，最低は 50g未満であった．固形物回収量も最大は 200g
に近く，最低は 50g 程度であった．前回，1 月の回収量と比べると，油分も固形物も約 100g
～200g 少なかった．比較の場合は，当日の客数や出たメニュウを調査する必要があると思
われる． 
図 2-20 に週変動実験 No.2-7 の結果を示す．水温はほとんどで 30℃を超えており，水温は
高かった．pH はばらつきがみられ 7 後半から 11 の範囲にあった．流量はややばらつきが見
られたが，一部を除いて 1000 mL/s を超えていた．油分濃度は流入水でばらつきが大きく
最大で 300mg/L を超えていたが，最低で 100 mg/L 未満であった．流出水はほぼ一定であっ
た．SS 濃度は流入水においてばらつきがみられたが，流出水においては大きなばらつきは
みられなかった． 
油分回収量と固形物回収量は 7 月 25 日において固形物と浮上油分の回収が行われなかっ
たのでデータがない．それぞればらつきがみられ，油分回収量の最大は 300g 程度だったが，



















(c）油分回収量    （d）固形物回収量 
図 2-18 週変動実験 No.2-5 








(c）油分回収量    （d）固形物回収量 
図 2-19 週変動実験 No.2-6 









 (c）油分回収量    （d）固形物回収量 
図 2-20 週変動実験 No.2-7 










同じ施設で行ったシリーズ 1 の実験（実験 1-2～1-7）の流入負荷量の平均値を用いて計算し
た．油分の平均濃度は実験ごとに大きくばらつき，濃度除去率は-59～48%の値を示した．
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１．流量は，12 時 30 分頃がピークであり，水量の多い時間帯に高濃度の油分が含まれてい 
た． 
２．食器洗浄機の利用により営業時間においては季節，時間，曜日には関係なく，水温お  
 よび pH が高く，また，アルカリ性洗剤によるエマルジョン化によりグリストラップ内
における油分の分離を妨げていた． 
３．SS は，12 時 30 分頃がピークの日が多かったが，日によって高い日と低い日があり，
ばらつきがみられた． 
４．浮上油分および油分を含む固形物の回収を行った結果，油分の回収率は 4～15%，含油
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2) 株式会社四電技術コンサルタント「傾斜土槽法による厨房排水の高度処理」（平成 17 年） 
  環境省 環境技術実証モデル事業 小規模事業場向け有機性排水処理技術分野(厨房・
食堂，食品工場関係) 























































業所統計 2)を用いて調査をした．  
金沢市内を対象とした事業所の抽出方法は，飲食店の業種別（日本料理店や中華料理店
等）割合を考慮し，全飲食店の約 22.8％に当たる 587 件（その内、下水道の合流区域 260
件と分流区域 327 件に分けて）抽出した．図 3-1 は，金沢市内中心部の下水道合流区域 3)
である． 
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図 3-1 金沢市内中心部の下水道合流区域  
 
 





図 3-2 全国および金沢市の飲食店の従業員数規模別割合 
合流式下水道区域 
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図 3-3 は，金沢市地区別飲食店・宿泊業事業所数 5)を示したものである．中央地区に全体
の 47.5%を占める飲食店・宿泊業が集中している．金沢市の下水道事業は，昭和 37 年から






図 3-3 金沢市地区別飲食店・宿泊業事業所数 
                 
次に，小松市内の飲食店を対象としてアンケートを行った．金沢市と同様に，飲食店の
業種別割合を考慮し，全飲食店の 71.5%にあたる 342 件を抽出した．小松市の場合，飲食店・
宿泊業は合流区域に存在する割合が約 31.5%（下水道の合流区域に存在する店舗は，108 件，
分流区域 227 件，下水道区域外は 7 件）を占めている．  
調査票の内容は，図 3-4～3-6 で示すように，① 業種と店舗規模（従業員数，床面積およ
び 1 週間の客数），② 使用水量もしくは水道料金，③ グリストラップの容量，④ 自動食










図 3-4 アンケート調査票 1 頁 





































図 3-5 アンケート調査票 2 頁 
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図 3-6 アンケート調査票 3 頁 










図 3-7 金沢市内と小松市内の飲食店の業種別割合，調査票送付，調査票回収状況 
 
表 3-1 に金沢市と小松市それぞれの業種別飲食店店舗数，および回収された調査票の業種
別数をまとめて示した 6）．回収率は金沢市で 29.5%（その内，合流地区 29.6%，分流地区
31.5%）小松市で 19.3%（合流 14.8%，分流 22.5%，区域外 14.3%）であり，両市合わせると




















一般食堂  日本料理店 
西洋料理店 中華料理店 
その他の食堂，レストラン  そば・うどん店 
すし店 喫茶店 
その他の一般飲食店 料亭 
酒場, ビヤホール  無回答 
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図 3-8 事業所統計による割合と今回の調査対象の従業員規模別割合の比較 
 
図 3-9 店舗客席数と床面積の関係 
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図 3-12 食器洗浄機の普及状況 
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3.3.2 床面積当たりの排水量とグリストラップの滞留時間 









小松市は表 3-3 に示す通り，口径区分を 20mm とし，アンケートに記載されていた料金を
税抜にした後，基本料金（10 m3 使用）とメーター使用量を引いた値を，各段階の超過料金
の最大値と比較し，その値を超えた場合は次の段階の超過料金の最大値と比較し，収まる
まで比較を繰り返した．その後，収まった段階の 1 m3 あたりの水道使用料金で除算し水道
使用量を算出し，10m3 足してその店の 1 か月の水道使用量とした．  
 
表 3-2 金沢市の水道料金算出方法 8） 
  
 






































134.4円 142.8円 147.0円 144.9円 134.4円


















day]，利用していない店舗の平均 51[L/m2･day]），表 3-6 に示すように，食器洗浄機の有無
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表 3-4 業種ごとの床面積当たりの排水量と阻集グリスおよび堆積残渣量の標準値 10） 
 




























中華料理 130 18.0 8.0
洋食 95 9.0 3.5
和食 100 7.0 2.5
ラーメン 150 19.5 7.5
そば・うどん 150 6.0 3.0
軽食 90 9.0 2.0
喫茶 85 3.5 1.5
ファーストフード 20 3.0 1.0









平均値 最小値 最大値 標準値* 平均値 最小値 最大値
全体 63 13 229 5.3 0.02 27.6
食洗機あり 77 13 229 4.6 0.02 27.6
食洗機なし 39 21 196 6.3 0.23 11.5
全体 59 19 194 4.7 0.08 40.7
食洗機あり 65 19 194 5.2 0.08 40.7
食洗機なし 52 26 110 3.7 0.14 14.4
全体 62 9 202 8.0 0.14 25.1
食洗機あり 64 12 202 5.9 0.14 25.1
食洗機なし 53 9 94 15.1 0.37 24.9
全体 66 13 183 6.9 0.50 22.5
食洗機あり 68 13 183 7.5 0.37 22.5
食洗機なし 59 18 94 4.8 1.19 8.2
全体 63 17 221 7.0 0.26 25.1
食洗機あり 48 17 94 8.1 1.21 25.1
食洗機なし 88 33 221 5.2 0.26 12.6
全体 52 11 103 4.9 0.65 15.2
食洗機あり 60 11 98 5.0 0.65 15.2




全体 51 16 165 3.8 0.47 10.7
食洗機あり 57 19 165 4.3 0.47 10.7
食洗機なし 45 16 78 3.0 0.96 8.8
全体 61 9 229 5.5 0.1 25.1
食洗機あり 70 13 229 5.7 0.1 25.1
食洗機なし 51 9 221 5.3 0.1 24.9
全体 58 9 229 5.6 0.02 40.7
食洗機あり 60 11 229 5.7 0.46 40.7
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図 3-14 床面積当たりの排水量 
（☆は平均値，実線は空気調和・衛生工学会便覧に示されている Wm 値） 
 
 
















































































































































































































































































































































































がわかる．また，全体で約 50%の店舗は 1 か月に一回以上の清掃を行っているが，1 年に数
回やほとんどしない店も少なくない．一方，専門業者による清掃は，1 か月に 1 回から 1 年


























ほぼ毎日 １週間に１回以上 ２週間に１回 １か月に１回 
３か月に１回 半年に１回 １年に１回 2年に１回 
5年に1回 ほとんどしない 無回答 





図 3-18 グリストラップ内各種処理の利用店舗数とその効果の有無 
 
 図 3-19 にバイオ製剤，酵素，ばっ気，オゾン等の導入理由を示す．多くがグリストラ
ップの管理を簡素化するための導入であったが，「環境に良いと思ったから」と答えた店




























ある 少しある あまりない ない
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図 3-20 グリストラップへの各種処理の導入予定の有無と導入しない理由 
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3.3.4 「その他自由記述」の分析 
 厨房排水に関する配慮や取り組についての自由記述回答の結果を表 3-6 で示す．  
最も多かったのは「油やゴミを流さないようにする」であり，記入した店舗数は 44 店舗
だった．中には複数記入した店舗もあった．2 番目に多かったのは，「清掃に気を付けてい












表 3-6 厨房排水に関する配慮や取組についての自由記述回答の結果 
                                
 記   述   内   容 店 舗 数 
1 油やゴミを流さないようにする 44 
2 清掃に気を付けている 31 
3 油の使用を抑える 5 
4 専門業者に任せる 1 
5 熱湯を流す 1 
6 廃油回収 1 
7 自然回帰水という生水器を通った水を使用 1 
8 えひめ AI-2 を作りグリストラップ内に入れる 1 
9 オゾン処理 1 


















































1) 田中 誠：「ビル検査の現場から」東京都健康局地域保健部環境水道課 
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6) 石川県県民文化局県民交流課統計情報室 経済産業グループ：平成 18 年事業所・企業統
計調査結果確報（石川県独自集計分）（2006） 






10) 空気調和・衛生工学会規格，SHASE-S217-2008 グリス阻集器，p.4 













































道普及率が 34.1％，汚水処理整備率は 70.3％と，低い状況であることがわかる． 
 
表 4-1 金沢市および七尾市における平成 22 年度末 汚水処理施設整備状況 2) 
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金沢市の下水道全体計画図 3)を図 4-1 に示す．金沢市は，公共下水道 3 箇所，流域下水







図 4-1 金沢市公共・特環・流域下水道全体計画図 3) 
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表 4-2 に，城北水質管理センター浅野処理区の下水道整備の現況 4)を示す． 
  
表 4-2 城北水質管理センター浅野処理区の下水道整備の現況 
 事業計画 22 年度末 整備状況 
処理人口（人） 154,000 147,387 




図 4-2 は，七尾市（市街地）下水道工事予定箇所を示したものである 5)． 
 




急速に進んでいるが，市街地の下水道普及率は 72％,七尾市全体では普及率は 34%(平成 22
年度末)と低い． 
御祓川の水質は，表 4-3 の観測地点で調査（石川県保健環境センター分析）されている．
この川は，長年，汚れがひどく水質改善が地元住民の課題となっている．平成 14 年度 8
月での下流域 BOD 値は 8.2mg/L (環境基準値 5mg/L)を示した箇所もあった 6)． 
七尾湾 
御祓川 










表 4-3 御祓川の測定地点 
水 系 名 河 川 名 測 定 地 点 名 
御祓川（上流） 
 〃 （下流） 
 〃 （下流） 
 〃 （下流） 
本    川 
   〃 
   〃  
   〃  
藤 橋 二 号 橋 
西 藤 橋 橋 
仙 対 橋 









図 4-3 御祓川の水質測定結果(平成 14～22 年の推移) BOD 値 7) 
御祓川上流 環境基準値  BOD 値 3 mg/L 
御祓川下流 環境基準値  BOD 値 5 mg/L 
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ノルマルヘキサン抽出物質濃度は測定されていない．そこで，本研究では，2011 年 12 月か
ら 2012 年 3 月まで計 4 回，以下の水質調査を行った． 
図 4-7 に採水箇所を示す 11)．採水箇所は，赤い囲い文字の流入水路 3 箇所①②③，青い囲
い文字の河川 3 箇所①②③である．採水時刻は，2011 年 12 月 4 日は 12 時から流入水路①
をスタートに上流から順次採水した． 
水温，pH（東亜 DKK，ポータブル pH 計，HM-21P）は，その場で計測した． 
採水した試料を実験室へ持ち帰り，全有機性炭素（TOC），溶存有機性炭素（DOC），
（島津製作所，全有機体炭素計，TOC-V CPH/CPN），SS（ガラス繊維ろ紙法）の測定を行






図 4-7 採水箇所地図 11) 
 
 











表 4-4 城北水質管理センター流入水水質データ 12)13)14) 
 
 
表 4-5 金沢市城北水質管理センターへの油分負荷量 
① 総処理水理量(総排水量) (㎥/年) (H20～22 年平均）注 1 34,313,927 
② 処理人口 注 1 147,387 
③ 流入油分濃度（ｎ-ヘキサン抽出物質 mg/L）注 1 16 
④ 流入油分負荷量（t/年）（H20～22 年平均） 536 
⑤ 飲食店からの総排水量（㎥/年）注 2 3,196,410 
⑥ 飲食店排水中の油分濃度（mg/L) 注 3 72 
⑦ 飲食店からの油分負荷量（ｔ/年） 230 
⑧ 飲食店からの排水量の割合 0.09 
⑨ 飲食店由来の油分の割合 0.43 
⑩ 家庭からの総排水量（㎥/年）注 4 16,654,731 
⑪ 家庭排水中の油分濃度（mg/L) 注 5 68 
⑫ 家庭からの油分負荷量（ｔ/年）注 5 241 
⑬ 家庭からの排水量の割合 0.49 
⑭ 家庭由来の油分の割合 0.45 
⑮ その他からの総排水量（㎥/年） 14,462,786 
⑯ その他排水中の油分濃度（mg/L) 3.3 
⑰ その他からの油分負荷量（ｔ/年） 65 
⑱ その他からの排水量の割合 0.42 
⑲ その他由来の油分の割合 0.12 
城北 下水処理量（㎥） BOD（mg/L） n-ヘキサン抽出物質（mg/L） 流入油分量（ｔ） 電力量（kWh）
Ｈ20 33217763 180 19 615 12240690
Ｈ21 34173151 175 14 461 12086690
Ｈ22 35550866 180 15 533 12297425
平均 34313927 178 16 536 12208268
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注 1：金沢市城北水質管理センター流入水水質データ 平成20～22年の平均値 
注 2：排水量と従業員数の関係式より 
注 3：飲食店排水（金沢大学食堂例）の油分濃度 72mg/L 
注 4：金沢市下水道事業 データ（浅野処理区） 























る飲食店は 10 店ある．表 4-7 に，下水道未接続率の飲食店から御祓川に排出すると推定さ
れる流出油分量を示した．推定結果は，0.6(ｔ/年)となった． 
 




飲食店規模 飲食店数 水道使用量平均値（㎥/店） 水道使用量（㎥/月） 流出油分濃度（ｇ/㎥） 流出油分量（t/年）
1～4人 343 67 22981 5.6
5～9人 64 134 8576 2.1
10～19人 18 197 3546 1.4
20～29人 3 334 1002 0.2
総数 428 - 36164 - 9.3
72
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 採水箇所 6 箇所の様子を図 4-8 で示した．水路③付近の水面に，図 4-9 に示す油膜が見
られた．図 4-10 に流入水路水①，流入水路水②，流入水路水③の水質検査の結果を示す．





に，図 4-9 に示したように油膜が見られた．SS は，全体的に 15mg/L 以下と低く，TOC，
DOC は，流入水路①以外は低い値であった． 
図 4-11 に河川水①，河川水②，河川水③の結果を示す．水温は，ほとんど 14℃以下で
あった．pH は中性であった．油分濃度は，河川水①と③は，1.5mg/L 未満が多いが，河川
水②では最大で 2.9mg/L と高い値を検出した．原因は、流入水路③より流出した油分が調
査地点の河川水②まで流れていると考えられる．SS は，12 月 4 日が河川水①②③とも，
20mg/L～30 mg/L の範囲で，以後の 3 回の測定結果はばらつぎがみられた． TOC は最大














飲食店規模 飲食店数 水道使用量平均値（㎥/店） 水道使用量（㎥/月） 流出油分濃度（ｇ/㎥） 流出油分量（t/年）
1～4人 10 67 670 72 0.6
総数 10 - 670 - 0.6
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河川②            河川③ 
 
図 4-8 七尾市御祓川採水箇所 6 ポイントの様子 
 
図 4-9 流入水路③付近の水面の油膜 
 














図 4-11 河川水の水質結果 
 
 
水質調査の開始は冬であったために，水温はほとんどが低かった．6 箇所ともに pH は
6.0～7.7 の範囲にあり，御祓川の河川水はほぼ中性であると考えられる．油分濃度は 12
月の測定は採水時間が早いため，最大で 0.5 mg/L であったが，採水時間を遅らせた 1 月お
よび 3 月の測定では，流入水で最大で 2.4mg/L，河川水で最大で 2.9mg/L の油分が含まれ
ていた．採水時期が冬であり，降水量が多く雪解け水の影響を考慮すると，油分濃度は冬











また，飲食店由来の油分量は 230（t/年）であり，下水処理場へ流入する油分量の 43% 
を占めていると推定された． 
 七尾市の御祓川下流域では，飲食店由来の油分 0.6（t/年）が直接御祓川に放流されてい 
ると推定された．御祓川下流域の水質調査を行った結果，下水道未普及地域からの水路付 
近の水面で油膜が認められ，高い濃度の油分が検出された．さらに，排水路の流入地点，
下流部の河川水中にも最大で 2.9mg/L の油分が検出された． 
油分が内湾や海域に放流されると、魚介類に付着し悪影響を与える．水質汚濁に係る環
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調査を行った結果，グリストラップ内への流量は，12 時 30 分頃がピークで，水量の多い時
間帯に高濃度の油分が含まれていた．食器洗浄機の使用により，営業時間中は，季節，時
間，曜日に関係なく，水温および pH を高め，グリストラップ内における油分の分離を妨げ
ていると推定された．SS 濃度も， 12 時 30 分頃がピークであり，日によって高い日と低い
日がみられた．浮上油分および油分を含む固形物の回収を行った結果，油分の回収率は
4~15%，固形物の回収率は 10~37%であり，除去率がきわめて低いことを指摘した．  
 第 3 章では，飲食店のグリストラップに関するアンケート調査を金沢市と小松市を対象
に行った結果，床面積当たりの排水量は店舗によるばらつきが大きく，グリストラップ容
量の算定の根拠となっている標準値よりも高い値を示す店舗が多く存在した．食器洗浄機
の普及率は 62.5%と高く（一般家庭で 2 人以上 1,000 世帯当たりの食器洗浄機の普及率は，




















































































1    pH の測定 
 













pH7 と pH4 による 2 点校正 
・ 初期画面にて CAL／ｍVSHIFT キーを音が 2 回するまで押す． 
・ CAL マークが点滅中に SELECT／CLEAR を押す． 
・ 電極の先端を純水でよく洗いふき取り，内部液補充口ゴム栓をあける． 
・ pH7 の標準液に電極を浸し，CAL／ｍVSHIFT キーを音が 2 回するまで押す．CAL
マークが点滅し，校正が開始され校正が終了すると 7 のマークが表示される．， 
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2  TOC（全有機性炭素），DOC（溶存炭素）の測定 
 
島津全有機炭素計 TOC-V（CPH）及び TNM-1 を用い測定 
 
1） 起動編 
・ パソコン及び TOC-V 本体の電源を入れ，コンプレッサーのコンセントを入れる． 
・ キャリアガス（純空気）の圧力を 0.3MPa に設定し流す． 













・ 洗浄後，［スタンバイ］より，TOC-V 本体の電源を切り，パソコンの電源も落とす． 
・ キャリアガスを止め，コンプレッサーのコンセントを抜き，ガス抜きする． 
 
・ 移動相の送液器の FLOW RATE を 0.5 に落とし，カラム器の OVEN を切る． 




・ 全装置の電源を切り，カラム器のノブを LOAD にし，シリンジで蒸留水を 2，3 度











堀場製作所油分濃度計 OCMA-305 を用い測定． 
 
1） 起動編 
・ OCMA-305 のコンセントを入れ，電源を入れる． 
・ WARM UP が 20 分間点灯しているので，消灯するまで安定を待つ． 
・ 分液ろうとに，超純水 100ml，塩酸数滴，抽出溶媒（H-997）50ml を入れよく振り，水
と溶媒が分離するので，溶媒を取り出しこれを校正用ゼロ液とする． 
・ メスフラスコに，OCB 混合標準物質を 26μL，H-997 を入れ 50ml としたものを校正用
スパン液とする． 
・ 安定したら，ゼロ校正を行う．CAL が点灯するまで［MODE］を押す． 
・ ［ENT.］を押すと，ゼロ校正のスタート待ちの状態になるので，校正用ゼロ液を 10mL
を注入口に入れ，［START］を押す． 







・ 分液ろうとに，油分濃度を測りたい試料 100ml，塩酸数滴，抽出溶媒（H-997）50ml を
入れよく振り，水と溶媒が分離するので，溶媒を取り出しこれをサンプルとする． 
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